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国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

 

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

● 「
老
後
」と「
も
し
も
」の
と
き
に

備
え
ま
し
ょ
う

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か
？

年
金
は
、
自
分
自
身
だ
け
で
な
く
世

代
間
の
助
け
合
い
で
す
。
未
納
の
ま
ま

で
い
る
と
、「
老
後
」
の
年
金
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
「
も
し
も
」
の
と
き
の
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
保
険

料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

● 

国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
免
除

が
承
認
さ
れ
た
人
へ

残
り
の
一
部
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

未
納
期
間
に
な
り
ま
す
！

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
申
請

し
、
保
険
料
の
「
一
部
免
除
（
４
分
の

３
免
除
、半
額
免
除
、４
分
の
１
免
除
）」

が
承
認
さ
れ
た
人
へ
は
、
残
り
の
４
分

の
１
、
半
額
、
４
分
の
３
の
保
険
料
額

の
納
付
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
必
ず
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
一
部
保
険
料
を
納
め
な
い
場
合

は
未
納
期
間
と
な
り
、
老
後
に
受
け
取

る
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
や
、
障
が

い
や
死
亡
に
対
す
る
年
金
（
障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
・
死
亡
一
時
金
）

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

追
納
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

一
部
免
除
期
間
（
一
部
納
付
期
間
）

や
全
額
免
除
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
額
を
計
算
す
る
場
合
、
定
額
納
付
さ

れ
た
分
を
比
べ
て
少
な
い
金
額
で
計
算

さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
10
年
以
内
に
免
除

を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。
追
納
を
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度度
目
以

降
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算算
額
が
つ

き
ま
す
の
で
、
早
め
に
追
納納
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

た
な
ど
、
10
月
２
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る

人
に
つ
い
て
は
、
翌
年
２
月
上
旬
に
同

様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

● 

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

　大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
や
住

民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
が
対
象
で
す
。
こ
の
社
会
保

険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納
付

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に

は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
」（
は
が
き
）
が
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
（
ま
た
は
、
領
収
証
書
）
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

■
11
月
上
旬
に
送
付
の
場
合

証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
か
ら
10
月

１
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込

ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
み
額
で
す
。

年金出張相談の時間が変わりました！
　10月から相談時間を延長し、午前９時30分から午後３時
までに変更しています。事前に予約が必要。
午前①９時30分～10時５分　②10時５分～10時40分
　　③10時40分～11時15分　④11時15分～11時50分
午後⑤０時40分～１時15分　⑥１時15分～１時50分
　　⑦１時50分～２時25分　⑧２時25分～３時
と　き　毎月第２・４㈫（祝日の場合は変更します）
ところ　菊池市中央公民館
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先
進
地
視
察
研
修
報
告

青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
８
月

27
・
28
日
の
２
日
間
、
福
岡
県
大
牟

田
市
や
北
九
州
市
を
訪
れ
、
先
進
地

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

１
日
目
の
三
池
カ
ル
タ
歴
史
資
料

館
に
続
い
て
、
２
日
目
は
北
九
州
市

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
課
で
研
修
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
毎
年
、
北
九
州

市
ふ
る
さ
と
か
る
た
大
会
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

が
郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
、
小
学
生
か
る
た
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

第
３
回
大
会
に
は
２
９
７
チ
ー
ム
、

８
９
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
市
と
の
違
い
を
感
じ
た
の
は
、

参
加
児
童
の
多
さ
だ
け
で
な
く
、
競

技
を
始
め
る
と
き
の
合
図
で
必
ず
太

鼓
の
音
が
鳴
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

集
中
力
を
高
め
る
方
法
と
し
て
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。（
栗く

り

原は
ら

康や
す

敏と
し

）

七
城
中
学
校
訪
問

青
少
年
育
成
推
進
員
と
七
城
分
室

長
が
10
月
1
日
、
七
城
中
学
校
を
訪

問
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
各
ク
ラ
ス
の
授
業
参
観
を

し
ま
し
た
が
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
静
か

で
、
勉
強
に
集
中
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
校
長
先
生
、
教

頭
先
生
を
交
え
て
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。
推
進
員
か
ら
は
、「
授
業
の
内

容
も
変
わ
っ
て
き
た
な
ぁ
」「
教
室
に

38
人
の
生
徒
が
い
る
と
、
体
格
が
い

い
の
で
窮
屈
そ
う
だ
っ
た
」「
小
中
１

校
ず
つ
だ
と
人
間
関
係
が
固
定
化
す

る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
か
」

子どもたちは真剣な表情で
授業に取り組んでいました

先進地視察研修に参加した
青少年育成推進員と市民会議理事

問い合わせ先
菊池市教育委員会
生涯学習課内

☎0968（25）7232

No.35

な
ど
の
感
想
や
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
か
ら
丁
寧
に
答
え
て
も
ら
い
有

意
義
な
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
で
し
た
。

（
園そ

の

木き

道み
ち

子こ

）

る
よ
う
み
ん
な
一
緒
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

（
坂さ

か

崎ざ
き

聡さ
と

子こ

）

隈
府
の
街
に
子
ど
も
ら
の
元
気
な
声

〜
菊
池
秋
ま
つ
り
〜

イ
・
エ
イ
・
オ
ー
」
と
力
強
く
気
勢

を
上
げ
て
み
ん
な
の
心
が
一
つ
に
。

北
中
・
南
中
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
続

き
、
美
し
く
化
粧
し
た
り
法
被
姿
や

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
風
の
衣
装
に
着
飾
っ
た

り
し
て
、
大
人
、
子
ど
も
約
千
人
が

隈
府
の
街
に
繰
り
出
し
ま
し
た
。

秋
祭
り
に
参
加
し
た
子
ど
も
の
皆

さ
ん
、
大
き
く
な
っ
た
ら
思
い
出
し

て
く
だ
さ
い
。「
菊
池
の
秋
祭
り
は
楽

し
か
っ
た
な
ぁ
」
と
。（
荒あ

ら

木き

記き

代よ

美み

）

学
校
を
花
い
っ
ぱ
い
に

〜
泗
水
東
小
学
校
〜

今
年
も
た
く
さ
ん
の
コ
ス
モ
ス
や

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
が
咲
き
ま
し

た
。
泗
水
東
小
で
は
「
学
校
を
花
い
っ

ぱ
い
に
し
ま
し
ょ
う
」
を
合
言
葉
に
、

８
月
に
６
年
生
と
保
護
者
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
、
校
庭
や
正
門
な
ど
に
分

か
れ
、
花
が
咲
く
の
を
楽
し
み
に
コ

ス
モ
ス
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。

３
月
に
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
７

月
に
は
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
種
を
ま
き
ま

し
た
。
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
６
月
に
、

保
護
者
や
地
域
の
人
々
に
配
ら
れ
ま

し
た
。
サ
ク
ラ
ソ
ウ
は
来
春
、
独
居

老
人
の
皆
さ
ん
に
配
布
予
定
で
す
。

花
に
囲
ま
れ
た
学
校
、
地
域
に
な

今
年
も
10
月
15
日
、
秋
晴
れ
の
下
、

通
し
物
に
出
場
す
る
16
団
体
が
市
民

広
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。
小
中
学
校

は
２
学
期
制
に
な
り
、
秋
休
み
の
た

め
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
は
、

今
も
昔
も
変
わ
り
な
く
菊
池
の
空
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。

菊
池
一
族
当
主
に
扮
し
た
市
長
の

発
声
と
ほ
ら
貝
の
音
に
合
わ
せ
、「
エ

秋
の
訪
れ
は
、
悠
久
の
時
の
流
れ

を
刻
ん
で
き
た
古
都
菊
池
の
趣
に
彩

ら
れ
ま
す
。
松
囃
子
能
に
始
ま
り
、

ら神
幸
・
武
者
行
列
、
菊
祭
り
で
は
武

神
幸

者
人
形
が
登
場
し
ま
し
た
。
ま
た
菊

者池
一
族
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
市
民
劇

「
菊
池
一
族
物
語
」
の
上
演
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
各
界
の
名
士
の
ほ

か
幼
稚
園
児
や
少
年
少
女
合
唱
団
も

出
演
し
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
市
民
会
議
と
教
育
委

員
会
の
共
催
で
菊
池
ふ
る
さ
と
か
る

た
史
跡
め
ぐ
り
＆
わ
ん
ぱ
く
ひ
ろ
ば

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
12
月
に
は

い
よ
い
よ
菊
池
ふ
る
さ
と
か
る
た
大

会
も
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
へ
の
関
わ
り
が
菊
池
大
好

き
人
間
を
作
り
、
菊
池
の
明
日
を
担

う
市
民
を
育
て
る
き
っ
か
け
作
り
に

な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
江え

藤と
う

継け
い

喜き

）

北
九
州
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
は
、

「
郷
土
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
土
壌
を

「
郷育

む
た
め
に
は
、
市
民
が
郷
土
を
深

育
む

く
知
り
、
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
」

と
考
え
、
北
九
州
市
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
や
食
材
、
歴
史
な
ど
の
題
材
で
公

募
さ
れ
、
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

保護者や地域の皆さんと
種をまきました

菊池秋まつりで
元気よく踊る子どもたち
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